
 

 

 

 

前期が終わり、後期がスタートしました 
10 月 9 日（金）で前期が終了し、前期の修了式を行いました。各学年の代表が前期に頑張った

ことを発表しました。友達のがんばったことを聞きながら、自分を振り返り、後期につなごうと

いう気持ちが伝わってきました。 

そして、10 月 15 日（木）より、後期が始まりました。「つなぐ」という今年のテーマにかかわ

って、後期は折り紙の短冊に、見つけた素晴らしいところを書いて投函し、それを輪っかにし、

つなげて児童玄関に飾っていく予定です。みんなの素晴らしい行いをつなげて文字通り大きな大

きな輪（和）になることを願っています。 

5年稲刈り 
10 月１日（木）、5 年生が、地域の川口さんの田で稲刈りを体験させていただきました。5 月に田

植えを体験させていただいて約半年、収穫の喜びを感じさせていただきました。ここまで育ててい

ただいた皆さんに感謝しながら、農作業の大変さや喜びを学ぶことができました。 

刈り取った稲は、プールのフェンスにはせがけし、この後、脱穀、精米としたあと、おにぎりな

どにしていただく予定です。 

２年いもほり 
10 月 7 日（水）、2 年生が西田さんの畑でサツマイモ掘りをさせていただきました。 

大きく育った葉や茎を取り除き、土の中に埋まっているお宝をみんなで一生懸命探しました。 

その大きさにビックリしたり、面白い形に楽しくなったりと、「収穫の秋」をみんなで感じるこ

とができました。お手伝いをしてくださった皆様、ありがとうございました。収穫の喜びだけでな

く、感謝の気持ちを忘れず、ご家庭でおいしくいただいたことと思います。 

合言葉 

 

CAN DO (感動) 

 

 

 

 

 

学校だより
東広島市立東西条小学校 

校訓 

 

令和８年 10月 

つなぐ～新しい自分（未来）を創る～ 

祝 創立 50周年 



50周年記念芸術鑑賞会 
10 月 8 日（木）に次郎丸太鼓の皆様をお迎えし、芸術鑑賞会を開催しました。 

和太鼓の迫力に、終始みんな圧倒されていました。演奏されている皆さんが、力いっぱい、で

も楽しそうに演奏されている姿を見て、どの学年の児童も、これから本格的に練習に入っていく

学習発表会での表現の素晴らしいお手本になったと思います。特に 6 年生は、今年で第 26 代目と

なる伝統の「ふるさと安芸国分寺」の表現においてとても勉強になったことでしょう。今も次郎

丸太鼓の大田先生に直接ご指導いただいております。和太鼓の魅力だけでなく、演奏や練習に取

り組むときの「心」を大切にして、素晴らしい「ふるさと安芸国分寺」にしてほしいと思いま

す。 

今年は創立 50 周年となる記念の年、「つなぐ」のテーマのもと、歴史や文化、「思い」の面でも

つないで素晴らしい 50 周年記念の学習発表会にしていってほしいと思います。 

 

 

 

１１月１４日(土)に、ＰＴＡ主催の「資源回収」を行います！ 

 地域・保護者の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

【当日回収】 

 回 収 日  11月 14日(土) ７：３０～８：００ 

【事前回収】  

事前回収日  11月 9日(月)～11月 13日(金) 

回収時間   月～金…１５：４５～１８：００まで 

【回収場所】   東西条小学校、児童玄関左横(足洗い場) 

         ※赤レンガ正門からお入りください。休日は各自で門扉の開閉をお願いいたします。      

【回収する資源】 

(1)新聞紙 (2)雑誌類 (3)段ボール (4)古い衣類 (5)空き缶 ※アルミとスチールは分別 

児童の安全面・防犯面から平日の１６時までは、搬入

をお控えください。やむを得ない場合は、事前に教頭

までご連絡ください。（東西条小：082-423-9110） 



 

 

 

 

 

「孟母三遷」 
 

「孟母三遷」という故事成語をご存じでしょうか。これは、子どもは周囲の影響を受けやすいので、子

どもの教育には環境が大切であるという教えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、単に周辺の物理的環境が大切であるということではなく、子どもを取り巻く周りの人々の

人間的環境が大切であるということだと思います。 

将来どんな人になってほしいのか。どんな性格の人になってほしいのか。みなさん、願いを持ってい

らっしゃると思います。ではそうなるために私たち大人がどんなことをしていけばいいのか。私たち大

人自身がどんな大人でいなければならないのか考えていかなければならないなと思いました。 

未来を担う大切な子どもたちのために、学校と家庭、地域が一つとなって取り組んでいきましょう。 

 

 

教育に関する名言 

「子どもは失敗からしか本当の自信を得られない」 （アドラー） 

転ばない子は立ち上がる力を知らず、間違えない子は工夫する楽しさを知りません。失

敗を責めるのではなく、次にどうするかを考える力が育ちます。  

 

「どんなに勉強ができなくても、どんなに喧嘩が弱くても、どこかに君の宝石があるはず

だよ。その宝石を磨いて磨いて、魂をピカピカにしてみせてよ」 （ドラえもん） 

 

教育コラム 

孟子（中国、戦国時代の思想家）は幼いときに父親を失

い、母親一人の手で育てられた。最初墓の近くに住んでい

たが、息子が葬式の真似ばかりするので教育上好ましくな

いと母親は思い、市場の近くに引っ越した。息子は今度は

商人の真似ばかりして遊んでいる。やはりここも好ましく

ないと思った母親は、今度は学校の近くに引っ越した。す

ると息子は祭礼の道具を並べて、儀式の真似をして遊ぶよ

うになった。母親はこここそ息子の教育にふさわしい場所

だといって、初めて安心して住まいを構え住みついたとい

う。 

出典『列女伝』鄒孟軻母 



 

  


